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旭川地区糖尿病地域連携協議会全体会議

「運用状況調査」

糖尿病地域連携フォーラム

旭川地区糖尿病地域連携パス

「歯科医療機関調査」
集計結果について

北海道上川保健所
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調査概要

○目的 連携パスの運用状況及び登録医療機関の連携に関する
考え方等について把握し、今後の協議会活動に反映させる。

○対象 旭川地区糖尿病地域連携パス参加 ２１９医療機関
（内訳：糖尿病専門医療機関５、かかりつけ医療機関７３、眼科医療機関１５、歯科医療機関１２６ ）

○方法 郵送もしくはメール添付により調査票を送付し、回収

○調査対象期間 令和３年度分（令和３年４月～令和４年３月）
（糖尿病専門医療機関のみ、令和２年度及び３年度の２年分）



○糖尿病専門医療機関

○かかりつけ医療機関

○眼科医療機関
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運用状況調査
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運用状況調査：回答率

令和元年度 令和３年度

参加医療機関 ９２ ９３

回答医療機関 ６４ ６９

回答率 ６９．６％ ７４．２％

全区分
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定期通院中の糖尿病患者数

約 ２１，８０７ 名

専門医療機関 かかりつけ医療機関

患者数 約 １０，９３７名 約 １０，８７０名

回答医療機関 ４ ５２

眼科医療機関

約４，７１７名

１３

＊参考

全区分

令和３年度
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「糖尿病連携手帳」を持っている患者割合

21.2% 21.2%

25.0%

42.3%

75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ医

専門医

１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

糖尿病専門医療機関 ０ ０ ０ １ ３ ４医療機関

かかりつけ医療機関 １１ ６ ２ １１ ２２ ５２医療機関

専門医
かかりつけ医
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「糖尿病連携手帳・糖尿病眼手帳」に

１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

眼科医療機関 ０ ０ ３ ５ ５ １３医療機関

眼科医

記載している患者割合

23.1% 38.5% 38.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

眼科医
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令和元年度 令和３年度

全医療機関 ５３．１ ％ ５２．２ ％

糖尿病専門医療機関 ６０．０ ％ １００．０ ％

かかりつけ医療機関 ４９．１ ％ ４４．２３ ％

眼科医療機関 ８３．３ ％ ６９．２３ ％

「糖尿病連携手帳」受付用標示の使用割合
全区分
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定期通院中の糖尿病患者状況①

１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

令和３年度 ２９ １８ ２ ０ ０ ４９医療機関

令和元年度 ３３ １６ ０ １ ０ ５０医療機関

＊未回答除く

HbA1c
8.0%以上

かかりつけ医

66.0%

59.2%

32.0%

36.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

令和３年度
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定期通院中の糖尿病患者状況②

１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

令和３年度 ３４ １２ ０ ０ １ ４７医療機関

令和元年度 ３８ ８ １ ０ １ ４８医療機関

＊未回答除く

かかりつけ医

eGFR
30ml/分未満

79.1%

72.3%

16.7%

25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

令和３年度
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定期通院中の糖尿病患者状況③

１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

令和３年度 ２５ ２２ １ ０ ０ ４８医療機関

令和元年度 ２３ １８ ４ １ ０ ４６医療機関

＊未回答除く

かかりつけ医

BMI30以上
50.0%

52.1%

39.1%

45.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

令和３年度
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「糖尿病連携手帳」の運用状況①

専門医療機関 紹介数
かかりつけ医→専門医

逆紹介数
専門医→かかりつけ医

令和３年度 ４ ２１ １７

令和２年度 ４ ６０ ６

平成３０年度 ５ ５ １０

平成２９年度 ５ ４ １５

専門医

＊未回答除く
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「糖尿病連携手帳」の運用状況②

かかりつけ医療機関 紹介数
かかりつけ医→専門医

令和３年度 ５２ ２１

令和２年度 ５２ ２４

平成３０年度 ５０ ２９

平成２９年度 ５１ ３４

かかりつけ医

＊未回答除く
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患者の医療連携で課題と感じること
全区分

○患者に関すること

○「糖尿病連携手帳」に関すること

紹介受診に対して、患者の理解が得られない。

認知機能低下のみられる患者への対応が難しい。

手帳を持っていない、持参しない患者が多い。
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治療を行う上で医療連携に期待すること
全区分

○治療中断者の早期発見と受診勧奨

○患者の病状について、共通認識の場が必要

○治療中断者の早期発見と受診勧奨

○糖尿病連携手帳に採血結果を記載してほしい

○糖尿病連携手帳は眼科・歯科との連絡に役立っている
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歯科医療機関調査
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歯科医療機関調査：回答率

令和元年度 令和３年度

参加医療機関 ９６ １２６

回答医療機関 ５９ １０５

回答率 ６１．５％ ８３．３％
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１０％未満 １０～３０％ ３１～５０％ ５１～８０％ ８１％以上

令和３年度 ７５ ９ ７ ４ ４ ９９医療機関

令和元年度 ４２ ８ ５ ２ ０ ５７医療機関

＊未回答除く

される方は何％くらいですか
Q. 外来通院の糖尿病患者さんで「糖尿病連携手帳」を提示

74.0%

76.0%

14.0%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

令和３年度
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＊未回答除く

ありますか
Q. 「糖尿病連携手帳」の歯科項目のページを記入したことが

令和元年度 令和３年度

ある 63.8 ％ 60.0 ％

ない 36.2 ％ 40.0 ％

58 医療機関 105 医療機関
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とはありますか
Q. これまでに、糖尿病患者さんの件で内科と連携をとったこ

令和元年度 令和３年度

ある 49.2 ％ 56.2 ％

ない 50.8 ％ 43.8 ％

59 医療機関 105 医療機関
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「糖尿病連携手帳」受付用標示を使用していますか
Q. 旭川地区糖尿病地域連携協議会で作成している

令和元年度 令和３年度

使用している 66.1 ％ 53.3 ％

使用していない 33.9 ％ 46.7 ％

59 医療機関 105 医療機関
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あれば記入ください
Q. 糖尿病患者さんの歯科治療で、これまでに困ったことが

○ 患者が糖尿病であることを申告しない。

○ 糖尿病に罹患している患者は、歯周病が治りにくい、重症化し
やすい、抜歯後の治癒が悪い。

○ お薬手帳は提示してもらっているが連携手帳は提示しない。
もしくは持っていない。



次回の「運用状況調査」「歯科医療機関調査」は、令和５年度を予定しています。
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「糖尿病連携手帳」のご活用をお願いいたします。

引き続き…

旭川地区糖尿病地域連携協議会


